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	２　調査の目的
	３　調査上の定義
	(1)　年産区分
	果樹は、おおむね１年で１収穫期であることから、年産区分は、暦年を原則とし、出荷期間が２ヶ年にまたがるものについては、主たる収穫期間の属する年により区分しています。

	(2)　栽培面積・普及面積
	栽培面積・普及面積とは、集団又は散在にかかわらず栽培されている面積であり、このうち６に定める調査基準日（令和２年８月１日）における利用面積をいいます。
	なお、ガラス室、ハウス等の施設の場合については、利用面積に、栽培に直接必要な樹間の通路等の空間地を含めます。

	(3)　収穫量
	収穫量とは、栽培し、収穫又は収納したものの重量をいいます。

	(4)　出荷量
	出荷量とは、収穫量のうち生食向け及び加工向けとして販売した量をいいます。従って、生産者が自家消費した量及び種子用又は飼料用として販売したものは含めていません。

	(5)　加工向け及び干し柿仕向量
	加工向け仕向量とは、加工場又は加工を目的とする業者に出荷した量及び加工されることを前提に出荷した量をいいます。この場合、冷凍用は加工向けに含めます。
	なお、農家が自らジュース、ジャム、漬物等に加工し、その加工品（完製品であるか、半製品であるかを問いません。）を出荷する場合も加工向けとみなします。この場合には、その原料である果実の量を加工向け仕向量として計上します。
	干し柿仕向量とは、干し柿を生産することを目的とした生果の重量をいいます。
	(6)　主要産地
	主要産地とは、調査対象品目、品種又は系統を栽培している都道府県内における収穫量上位３市町村とします。


	４　調査の種類
	ア　「栽培面積」については、加工場又は加工を目的とする業者に出荷するために栽培した園地
	イ　「収穫量」については、上記アの園地から収穫量された量
	ウ　「用途別仕向量」のうち「生食向け」については、加工場又は加工を目的とする業者に出荷するために栽培したものの、品質が高かったこと等により、収穫後に生食向けに出荷したものの量
	５　調査対象地域


